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および自己受容の関連
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The Relationship among Drive for Thinness, Self Evaluation and Self Acceptance 
on Undergraduate Females

Shinji Tazaki

Abstract. The purpose of this study was to assess the domain of self-esteem, that are Body 
Esteem, Mental Esteem and Self Acceptance, and to investigate the relationships among 
these variables and drive for thinness and eating behaviors on normal undergraduate 
females.　Two hundred and five women’s college students were participated in this study.  
They were asked to complete Body Esteem Scale and Mental Esteem Scale (originally 
developed in this study), Japanese version of Rosenberg’s Self Esteem Scale, Contour 
Drawing Rating Scale, Body Shape Questionnaire, Dutch Eating Behavior Questionnaire, 
Life Orientation Test, and Self Acceptance Scale.　Results from Structural Equation 
Modeling (SEM) indicated that body esteem influenced to drive for thinness.　For mental 
esteem, there were no significant relationships such as body esteem.　Moreover, body 
esteem and two factors of mental esteem were correspondent to the three factors of self 
acceptance (inner face, appearance and social self acceptance) respectively.　One of the 
suggestions was that the acceptance and higher estimation of one’s body shape were 
important to allay drive for thinness and prevent eating disorders on normal females.
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１．はじめに

　近年，青年期女子を中心に，神経性食欲不振症
（Anorexia Nervosa: AN）， 神 経 性 大 食 症（Bulimia 
Nervosa: BN）といった摂食障害の数が増加してい
る。また，摂食障害とはいえないがダイエットの目的
のために食事を抜くなどの不適切な食行動を行う，い
わゆる摂食障害予備群の数も増加している。

　このような食の問題を引き起こす重大な要因とし
て，痩せ願望があるといわれている。馬場・菅原（2000）
では，痩せ願望を“自己の体重を減少させたり，体型
をスリム化しようとする欲求であり，食事制限，薬物，
エステなど様々なダイエット行動を動機付ける心理的
要 因 ” と 定 義 し て い る。DSM- Ⅳ -TR（American 
Psychiatric Association, 2000；高橋・大野・染矢訳，
2003）では，AN の診断基準として自分の体重の増加
や肥満に対する強い恐怖や，自分の体重や体型の感じ
方に障害があり，これらが自己評価に過剰に影響を及
ぼすことを挙げている。同様に，BN においても自分
の体重や体型が自己評価に過剰に影響を及ぼすことが
診断基準の一つとなっている。

　本論文は，課程博士候補論文を構成する論文の一部
として，以下の審査委員により審査を受けた。
審査委員：森　敏昭（主任指導教員），井川佳子，
　　　　　前田健一
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　痩せ願望は，社会・文化的な価値観や基準を反映し
ている。1959年から1988年までのミス・アメリカコン
テストの出場者たちの体重は年々減少しており，それ
にともなって，女性向け雑誌に掲載されたダイエットに
関する記事の数は年々増加している（Garner, Garfinkel, 
Schwartz, & Thompson, 1980; Wiseman, Gray, 
Mosimann, & Ahrens, 1992）。痩せているということ
は，魅力，成功，自己コントロール，自由といったス
テレオタイプを生み出し，逆に肥満は，不成功，過食，
怠慢，不人気，魅力のなさ，自らが招いた状態といっ
たステレオタイプを生み出している（Ogden, 2003）。
このような美しさの社会・文化的基準から影響を受
け，特に青年期の女性は自己の体型に対してネガティ
ブな主観的評価を下すようになり，その結果として痩
せ願望が強くなっていくのである。
　ところで，これまでの痩せ願望に関する研究の多く
はボディ・イメージ研究の枠組みの中で行われてき
た。ボディ・イメージは個人が持つ自己の身体に対す
る認知であり，その形成には親や親友など他者の評価
や個人のパーソナリティ特性，その個人が所属する社
会や文化の枠組みが影響しているものとされている

（齊藤・溝上，1994）。また，自己の客観的な身体像と
ボディ・イメージには通常，ズレが生じており，この
ズレが大きい場合，ボディ・イメージに歪みがあると
いう（今田，1996）。そして，青年期の女性は男性よ
りもネガティブなボディ・イメージをもっており

（Levine & Smolak, 2002; Tiggemann, 1994），自分の
体型を実際の体型よりも太く知覚することが指摘され
ている（e.g. Fallon & Rozin, 1985; McCaulay, Mintz, 
& Glenn, 1988; Rozin & Fallon, 1988; Thompson, 
1991）。
　したがって痩せ願望は，現在の体型，あるいは現在
の体型に対するボディ・イメージよりも細い体型を理
想とするために起こる。すなわち，理想とするボディ・
イメージが現在の体型や現在の体型に対するボディ・
イメージよりも細いものであるために，痩せ願望が起
こると考えられる。
　痩せ願望は社会・文化的要因による影響だけでな
く，個人のさまざまな心理的特性によっても強く影響
を受けている。なかでも，これまで多くの研究者によっ
て取り上げられている変数は自尊感情である。自尊感
情とは，自己に対する評価感情であり，自分自身を基
本的に価値ある存在とする感覚であるとされ，これを
測定するための質問紙がいくつか開発されている。近
年，多くの研究者が，自尊感情について全般的な構成
概念で，ひとつの独立した領域であるという考えから
多次元的なものであるという考えに移行している

（Mendelson, McLaren, Gauvin, & Steiger, 2002）。す
なわち，自尊感情は，いくつかの要因から構成される
概念であると考えることができるのである。しかし，
これまでの痩せ願望に関する研究では全般的な自尊感
情を取り扱ったものが多い。また，自尊感情は，個人
が価値を置く特定の領域への自己評価と関連している
とされている。自己評価とは自分の能力や性格などを
内省に基づいて評定する方法であり，特定の領域に対
する自己評価は，全般的な自尊感情を支える重要な要
因であると考えられる。そこで本研究では，自己評価
に関して，身体領域に対する自己評価が痩せ願望に強
く影響を及ぼしていると仮定し，検討を行うこととし
た。同時に，身体領域に対する自己評価と対比させる
ために，精神領域に対する自己評価についても検討を
行う。
　また，自己評価と同様に，自尊感情と混同されて検
討されることの多い変数として自己受容がある。実際
に，自尊感情の同義語として自己受容ということばが
用いられることもある（伊藤，1992）。自尊感情とは
自己の価値を認めること，自分には価値があるとする
ことであるが，自己受容は“ありのままの自分をその
まま受け入れている状態”（沢崎，1993）であり，た
とえ自分自身のことを好ましく評価できないとして
も，それを受け止められるということであると考えら
れる。このことから，自己受容に関しても全般的な自
尊感情を構成する要因であると考えることができよう。
　以上のように本研究では，自尊感情を多次元的な構
成概念であると捉え，これを構成すると考えられる要
因として自己評価や自己受容を取り上げる。そしてこ
れらの関連について検討し，痩せ願望や食行動の発生
機序に関するモデルを明らかにすることを目的とす
る。これによって，摂食障害予防の観点から健康教育
への貢献に寄与できるものと考えられる。
　また，これまでの研究では，痩せ願望や食行動，自
尊感情，体型不満足感などの変数について，摂食障害
者と健常者の比較による，摂食障害者の心理的特徴に
ついて検討した研究が多い。しかし，近年，青年期女
子において摂食障害予備群の数が増加していることを
踏まえると，摂食障害の予防という観点から，むしろ
健常な青年期女子を対象に，痩せ願望および食行動と
それに関連する心理的変数について検討することが重
要であると考えられる。そこで本研究では，これらの
変数について，大学生女子を対象に共分散構造分析を
用いることによって体系的に検討する。
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２．方　法

調査対象者
　調査は，広島県内の２つの私立女子大学に在籍する
大学生205名を対象に行った。分析の対象となったの
は，後述する調査票に対して有効回答を行った183名

（平均年齢19.66歳，SD＝0.97；有効回答率89.3％）で
あった。

質問紙
　本研究では，以下の質問紙を調査票として用いた。
　１）自尊感情尺度　Rosenberg（1965）が作成し，
松下（1969）が翻訳したものを用いた。回答形式は，“自
分にはたくさんの長所があると思う”や“自分を好ま
しい人間だと思っている”などの項目について“あて
はまらない”（１点），“ややあてはまらない”（２点），

“かなりあてはまる”（３点），“あてはまる”（４点）
までの４件法である。
　２）身体的自己評価尺度　個人の体型に関する自己
評価を測定する目的で作成した。作成手順としては，
既存の質問紙の質問項目等を参考に，自己の体型や体
重に対する評価や感情などの表現を収集した。これら
を整理改変しながら，最終的に20項目を作成した

（Table 1参照）。回答形式は“全くあてはまらない”（１
点），“ややあてはまらない”（２点），“どちらともい
えない”（３点），“ややあてはまる”（４点），“とても
あてはまる”（５点）までの５件法である。
　３）精神的自己評価尺度　個人の体型に関する自己
評価と対応するものとして作成した。作成手順として
は，自己の内面に関する表現を収集し，身体的自己評
価尺度の質問項目を参考にして，いくつかの改訂を行
いながら，最終的に20項目を作成した（Table 2参照）。
回答形式は“全くあてはまらない”（１点），“ややあ
てはまらない”（２点），“どちらともいえない”（３点），

“ややあてはまる”（４点），“とてもあてはまる”（５点）
までの５件法である。
　４）自己受容測定尺度（沢崎，1993）　“ありのまま
の自分をそのまま受け入れている状態”である自己受
容の個人差を測定する尺度である。予備調査から，３
因子構造（内面的自己受容，外面的自己受容，社会的
自己受容）が確認された。内面的自己受容は，“やさ
しさ”や“思いやり”などの項目から構成され，外面
的自己受容は“顔立ち”や“体つき”などから，また

“社会的自己受容”は“家族”や“経済状況”などの
項目から構成される。回答形式は，これらの項目につ
いて“それでは全くいやだ，気に入らない”（１点）“そ
れでは少しいやだ，少し気になる”（２点）“どちらで

もない，わからない”（３点）“それでまあまあよい，
それでかまわない”（４点）“それでまったくよい，そ
のままでよい”（５点）までの５件法である。
　５）楽観主義尺度（中村ら，2000）　理想自己と現
実自己のズレを，努力すれば克服できると考える楽観
主義傾向を測定する尺度である。“いつもものごとの
明るい面を考える”や“結果がどうなるかはっきりし
ない時は，いつも一番良い面を考える”などの項目か
らなり，得点が高いほど楽観主義，低いほど悲観主義
であるとしている。本研究では，痩せ願望との関連が
強いと考え，取り上げることとした。なお，楽観主義
の傾向よりも，悲観主義の傾向をみる方が良いと考え，
得点の方向を逆に，すなわち，“全くあてはまらない”
を5点，“ややあてはまらない”を４点，“どちらとも
いえない”を３点“ややあてはまる”を２点，“非常
にあてはまる”を１点として使用した。
　６）日本語版 Body Shape Questionnaire　Cooper, 
Taylor, Cooper, Fairburn（1987）が作成した，体型
の不満足感を測定する Body Shape Questionnaire を
田崎（2005）が邦訳したものである。“（過去１ヶ月ほ
どのあいだに）体型のことを気にやんでダイエットす
べきだと感じたことはありましたか”などの項目に対
して“全くなかった”（１点），“めったになかった”（２
点），“ときどきあった”（３点），“しばしばそうであっ
た”（４点），“たいていそうであった”（５点），“いつ
もそうであった”（６点）までの６件法である。
　７）日本語版 Dutch Eating Behaviour Questionnaire
短縮版（今田，1994）　van Strien, Frijters, Bergers, 
& Defares（1986）が開発した食行動の諸特徴を測定
する質問紙を邦訳したものであり，抑制的摂食（たと
えば，“太らないようにするため，食べる量に注意し
ていますか”），情動的摂食（たとえば，“不機嫌なとき，
なにか食べたくなりますか”），外発的摂食（たとえば，

“おいしそうなものを見たり匂ったりすると，それを
食べたくなりますか”）の３つの下位尺度から構成さ
れる。回答形式はこれらの項目について“いいえ”（１
点），“どちらかといえばいいえ”（２点），“どちらで
もない”（３点），“どちらかといえばはい”（４点），“は
い”（５点）までの５件法である。
　８）Contour Drawing Rating Scale（Thompson & 
Gray, 1995；以下 CDRS）　ボディ・イメージを測定
するための質問紙で，痩せた体型から太った体型まで
９段階で描かれた女性の体型イラストが描かれてお
り，体型イラストの下には Visual Analogue Scale

（VAS）を配置した（Figure 1）。回答者は VAS 上に
自由に斜線を入れることによって評定する。そして
VAS の左端を０として，VAS と斜線の交点までの距
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離をその回答者の評定値とする。本研究では CDRS
を２枚配布し“今現在の自分自身の体型”と“こうあ
りたいと思う理想の自分自身の体型”の２種類につい
てそれぞれ評定させた。そしてそれぞれの評定値を数
値化し，“現在”の体型評定値と“理想”の体型評定
値の差を痩せ願望の値とした。また，これらの質問紙
に加え，調査票の最後に対象者の身長と体重の回答欄
を設けた。これらは，BMI を算出するために使用さ
れた。

手続き
　調査は，講義時間中に行った。調査対象者にすべて
の質問紙と同意書を冊子にした調査票を配布し，その
場で回答させた。まず，調査者が同意書を読み上げ，
調査の説明を行い，調査を行うことに同意したものの
みが回答を行った。回答にかかる所要時間はおよそ20
分であった。

３．結　果

身体的自己評価尺度および精神的自己評価尺度の因子
分析
　まず，身体的自己評価尺度に関して，その構造を検
討するため，因子分析（主因子法）を行った。その結
果，初期解における固有値の衰退状況および解釈のし
やすさから，１因子構造であると判断し，主成分分析
を行った（Table 1）。負荷量が0.35以下の項目を除外
し，また，負荷量が負の項目については，項目内容も
検討し，逆転項目として再計算して，最終的に17項目
を尺度項目として採用し，これらの合計得点を算出し
て以降の分析に使用した。なお，尺度のα係数は，.89
であった。
　次に，精神的自己評価尺度についても同様に，因子
分析（主因子法）を行った。その結果，初期解におけ

る固有値の衰退状況および解釈のしやすさから，２因
子構造であると判断し，バリマックス回転を行った。
両方の因子にまたがって高い負荷量を示す項目や，あ
るいは低い負荷量を示す項目は除外した。また，負荷

Figure 1.　Contour Drawing Rating Scale (CDRS; Thompson & Gray, 1995)

Table 1.　身体的自己評価尺度の質問項目と負荷量

α係数：.89
注：（R）は逆転項目として取り扱った。
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量が負の項目については，項目内容も検討し，逆転項
目として再計算を行った。
　これらの分析を経て，最終的に第１因子９項目，第
２因子７項目，計16項目を抽出した。そしてそれぞれ
の合計得点を算出して以降の分析に使用した。結果を
Table 2に示す。第１因子は，“私は家族・友人から信
頼されていると思う”や，“私が普段考えたり，想像
したりしていることは，他人から到底受け入れられな
いだろう”など，自己の内面について他者はどのよう
に思っているか，他者から受け入れられているかと

いった客観的な評価を行う内容の項目に高い負荷量を
示したので「精神的自己評価・客観因子」と命名した。
第２因子は，“自分の信念に基づいて生きている”や，

“私は自分自身を意思の強い人間だと思っている”な
ど，他者からどのように思われているかに関係なく，
自己の内面についてどのように評価しているかという
内容の項目に高い負荷量を示したので，「精神的自己
評価・主観因子」と命名した。なお，それぞれのα係
数は，.80，.70であった。

各変数間の関連
　まず，本調査で得られた変数間の相関係数を算出し
た。その結果を Table 3に示す。身体的自己評価，精
神的自己評価ともに，自尊感情および自己受容と有意
な正の相関がみられ，また，身体的自己評価と痩せ願
望との間に負の有意な相関関係がみられたが，精神的
自己評価の両因子と痩せ願望の間には有意な相関関係
はみられなかった。また本調査では，痩せ願望と BMI
の間に有意な相関関係はみられなかった。
　次に，これらの相関関係や先行研究の知見などを基
に，共分散構造分析を行った。その結果，自尊感情の
強さは自己受容の側面（内面的自己受容，外面的自己
受容，社会的自己受容）にそれぞれ影響を及ぼし，内
面的自己受容は，精神的自己評価・主観因子に，社会
的自己受容は精神的自己評価・客観因子に，そして外
面的自己受容は身体的自己評価の高さにそれぞれ影響
を及ぼしていた。また，身体的自己評価の強さは，体型
不満足感の強さに影響を及ぼしており，さらに，体型
不満足感の強さが抑制的摂食の傾向と痩せ願望に影響
を及ぼしていた。このモデルの適合度指標は，GFI＝.90, 
AGFI＝.87, RMSEA＝.00であり，十分な値であった
といえる。なお，本調査で測定した変数のうち，情動
的摂食傾向，外発的摂食傾向，BMI については，他
の変数との間に有意な関連がみられなかったため，こ
のモデルには組み込むことができなかった（Figure 2）。

４．考　察

　本研究では，健常な大学生女子を対象に，全般的な
自尊感情を構成する自己評価や自己受容と，痩せ願望
および食行動との関連を検討し，摂食障害の予防に関
する示唆を得ることを目的として行った。そのため，
痩せ願望と強い関係があると考えられる自尊感情につ
いて，これを支える重要な要因として自己受容と自己
評価があると考え，痩せ願望や食行動との関連を検討
した。
　まず，本研究で新たに作成した身体的自己評価尺度

Table 2.　精神的自己評価尺度の質問項目と負荷量

α係数：客観因子 .80
主観因子 .70

注：（R）は逆転項目として取り扱った。
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および精神的自己評価尺度については，自尊感情との
間に有意な正の相関が得られ，α係数も十分に高い値
であった。したがって，これらの尺度の信頼性は確認
されたと考えられる。身体領域および精神領域に対す
る自己評価と痩せ願望との関係については，共分散構
造分析の結果から，身体領域に対する自己評価が体型
不満足感に影響を及ぼし，その結果として，痩せ願望
が強まり，同時に抑制的な摂食が多くなっていくこと
が明らかになった。精神領域に対する自己受容につい
ては，これらの関連はみられなかった。
　Wild, Flisher, Bhana, & Lombard（2004）は，いく
つかの既存の自尊感情尺度から，ボディ・イメージな
ど身体に関連する項目を集め，痩せ願望との関連につ
いて検討している。その結果，これらの項目の合計得
点と痩せ願望との間には有意な負の相関が見られた。
本研究の結果も，これを支持するものといえる。ただ

し，これらの関係には自己受容，なかでも外面的自己
受容という，顔立ちや体つきなど，外見に対する受容
感が影響を及ぼしていることが本究から示唆された。
また，身体領域に対する自己評価のみが体型不満足感
や痩せ願望に影響を及ぼしており，精神領域に対する
自己評価についてはこれらの関連はみられなかったこ
とや，身体領域に対する自己評価と体型不満足感や痩
せ願望との関係におけるパス係数が高かったことか
ら，痩せ願望を規定する要因として，これまでの全般
的な自尊感情だけでなく，身体領域に対する自己受容
や自己評価を検討することの重要性が示唆された。
　本研究では精神領域に対する自己評価と痩せ願望の
間に有意な関係はみられなかった。特に，精神的自己
評価・客観因子は「他者から受け入れられているとい
う感覚」であるが，Gerner & Wilson（2005）では，
友人から受け入れられていないと感じているものほど

Table 3.　各変数間の相関係数

** １％水準で有意
*  ５％水準で有意

GFI＝.90, AGFI＝.87, RMSEA＝.00
注：各尺度項目および誤差変数は省略してある。

Figure 2.　SEM の結果



女子大学生における痩せ願望と自己評価および自己受容の関連

― 45 ―

体型不満足感や痩せ願望が強く，抑制的摂食を行うこ
とが示されている。また，McCabe & Ricciardelli（2001）
や Lieberman, Gauvin, Bukowski & White（2005）に
おいても Gerner & Wilson（2005）と同様の結果が得
られている。本研究では身体領域に対する自己評価と
合わせて体系的に検討を行ったためにこのような差異
が生じたとも考えられるが，これら先行研究との違い
について，今後さらに検討を行っていく必要があるだ
ろう。また，このことは，痩せ願望について，他者の
評価よりも，自分自身がどのように感じているかとい
うことの方がより影響を及ぼしているとも考えられる。
　自己受容については，顔立ちや体つきなど，外見に
対する自己受容が身体領域に対する自己評価に，思い
やりや優しさなど，内面に対する自己受容が精神的自
己評価・主観因子（自分の信念に基づいて生きている，
など）に，家族や住居，人間関係など，社会的側面に
対する自己受容（社会的自己受容）は精神的自己評価・
客観因子（私は家族・友人から信頼されていると思う，
など）にそれぞれ対応していた。これらは，身体的自
己評価尺度および精神的自己評価尺度の妥当性を支持
する結果であると考えられる。
　摂食障害者における自尊感情と自己の体型に対する
満足感との間には，正の相関関係のあることがこれま
での研究で明らかにされている（Abell & Richards, 
1996; Levine & Smolak, 2002; Mendelson et al., 
2002）。本研究において，健常な青年期女子を対象に
行った結果も同様のものであった。また，本研究では，
BMI の高さは，自尊感情や痩せ願望の強さに影響を
及ぼしていなかった。青年期女子において，実際の体
型が大きければ，痩せ願望が強くなることは十分に考
えられることである。実際に，これまでの研究でも，
BMI と痩せ願望の強さには直接的な関連のあること
が示されている（例えば，田崎，2007）。本研究にお
いて，これらの関連がみられなかったことについて，
具体的に言及することはサンプル数の問題などから困
難であるが，摂食障害予備群の数が増加していること
や，ほとんどの青年期女子がダイエットを行っている
ことなどから，もはや体型に関係なく痩せ願望を持っ
ていることの現われであるということが可能性として
考えられる。もしそうであるならば，健常者を対象に
痩せ願望や食の問題行動について検討していくこと
は，今後ますます重要になっていくと思われる。
　摂食障害の予防という観点から考えると，自尊感情
を高めるような介入を行うことが，体型不満足感や痩
せ願望を低め，食の問題行動を抑制することにつなが
ると期待されている（e.g. O’Dea & Abraham, 2000）。
本研究から，自尊感情のなかでも，より具体的な領域

に焦点を当て，介入していくことが摂食障害の予防に
とってより効果的であることが示唆された。そのため
の具体的な介入方法を考案していくことが今後必要で
あろう。あるいは本研究の結果は，痩せ願望や食の問
題行動が，外見に対するこだわりあるいは自己の内面
よりも見た目を重視することによって起こっていると
いうことを示唆しているとも考えられる。このように
考えると，外見へのこだわりを少なくすることが，摂
食障害の予防につながると考えられる。しかし，この
点については，本研究からは断定することは困難であ
り，今後の問題として残された。
　最後に本研究の問題点については，まずサンプル数
の問題が挙げられる。本研究では，サンプル数が十分
にあったとはいえず，そのため，特に本研究で新たに
作成した身体的自己評価尺度および精神的自己評価尺
度の信頼性については，今後さらに検討を行い，確認
していく必要がある。また，これらの尺度の妥当性に
ついても本研究からは十分なものは得られなかった。
そのため，これらの尺度の妥当性を確認していくこと
が必要である。
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